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　通信技術の進歩についての記事が新聞に出ない日はないほど，New　Me－

diaの革新は目覚しい。　VANとかLANとか，インテリジェント・ビルとか

という言葉は，すでに周知されているが，さらに進んでMAP　CManufactur－

ing　Automation　Protoco1）というような新しい言葉まで散見する今日此頃であ

る。今日的産業としての情報通信産業の自立化，専門化はすさまじく，「情

報サービス産業の現況」（住友銀行r経済月報』1987／5・6月号）というような調

査までが現われるくらいである。

　ところで，情報通信産業が独自の産業部門として確立し，その市場規模が

問題となるに至っては，経済学のうえから，この産業部門を再生産過程のな

かでどう位置づけるかが問われなけれぽならない。

　残念ながら古典的な経済理論体系のなかには，情報通信産業に関する規定

はない。あるとしても，運輸業との関連において言及されているにすぎな

い。恐らく情報通信産業の未成熟さが，そうした取扱をさせたことは疑いな

いが，情報通信産業が独自の産業として自立しただけではなく，再生産過程

のなかで主導的役割を演じているかのように見える現在，改めてその経済学

体系内における位置づけが問われなけれぽならない。
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　さて，古典理論のなかで情報通信について，どのような規定が行なわれて

いるであろうか。

　『資本論』第2巻第1篇「資本の姿態変換とその循環」第1章「貨幣資本

の循環」において次のような規定が見出される。

　「生産過程の生産物が新たな対象的生産物ではなく，商品ではないような，

独立の産業部門がある。そのうちで経済的に重要なものは交通（通信）業だ

けで，それは商品や人間のための本来の運輸業であってもよいし，たんに報

道，書信，電信等の伝達であってもよい。」1／’

　続いて「運輸業の売るものは，場所の変更そのものである。産み出される

効果は，運輸過程，すなわち，運輸業の生産過程と，不可分に結合されてい

る。人や商品は，運輸手段とともに旅する。そして運輸手段の旅，その場所

的運動こそは，運輸手段によって引起される生産過程なのである。その効果

は，生産過程の中でのみ消費される。それは，この過程とは異なる使用物，

すなわち，その生産後に初めて取引物品として機能し商品として流通する使

用物として存在するのではない。……したがって，運輸業についての定式

は，G－W＜合m…・－G・・な・であろう．ここでは，生産過程から分離・

れうる生産物ではなく，生産過程そのものが支払われ，消費されるのだから

である」2）とのべられている。しかし，「報道，書信，電信等の伝達」につい

ては触れられていない。書信については，運輸業と密接に結びついていて，

書信の伝送そのものは運輸業と同じく，書信の伝送そのものが商品として，

伝送と異なる対象物になることはない。しかし，「報道と電信」は直接に聴

取する場合もあるが，大抵の場合は，紙に認められて伝えられるのが普通で

ある。書信の場合にも電子メールの場合には，報道，電信と全く同じだと考

えてよい。そうだとすれぽ，通信の場合には，書信を除けぽ運輸業の場合と
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異な。て，資本循環の定式は，般暢合・同・よう・・，GW〈X°…・

… W’－G’の形態をとる，ことはいうまでもない。

　ところで，運輸業と，報道，書信，電信の通信業の場合に，もう一つの点

を注意しなけれぽならないであろう。

　それは通信業が，「純粋の流通費」に属するのか，それとも「運輸業」と

同じように「流通過程における生産過程の継続」としての流通費に属するか

の問題である。

　周知のとおり，「資本論』第2巻第1篇第6章は「流通費」であって，そ

れはさらに，

　　　第1節　純粋の流通費

　　　　1．購買と販売時間

　　　　2．簿　記

　　　　3．貨　幣

　　　第2節　保管費

　　　　1．在庫形成一般

　　　　2．本来の商品在庫

　　　第3節　運輸費

という内容から構成されている。

　いうまでもないことだが，このうち「保管費」と「運輸費」ぱ商品の使用

価値に関連あるものとして，すなわち，保管費は商品の使用価値の維持保

全，運輸費は「可能な使用価値」を「現実の使用価値」に転化させるものと

して，いずれも，生産そのものではないが生産を支えるものとして，したが

って「流通過程の内部での，流通過程のための生産過程の継続」3）と考えら

れている。

　これにたいして「純粋の流通費」は，流通過程における商品価値の姿態変

換，つまり売買にのみ関わる費用，したがって，剰余価値にたいしてマイナ

スに働く費用と看なされる。保管費と運輸費は流通過程における流通過程の

　　　　　　　　　　　　　　　一　3　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　43



ための生産過程の継続であるから，それ自体剰余価値を生み出し，商品価値

を高めることはいうまでもない。

　ところで，このような「純粋の流通費」と「保管費」「運輸費」の規定を

踏まえたうえで，さきに引用した交通（通信）業にたいする定義を振り返っ

てみよう。そこでは「生産過程の生産物が新たな対象的生産物ではなく，商

品ではないような，独立の生産部門がある。そのうちで，経済的に重要なも

のは交通（通信）業だけで，それは商品や人間のための本来の運輸業であっ

てもよいし，たんに報道，書信，電信等の伝達であってもよい」とのべられ

ていた。注目すべき点は，本来の運輸業と報道，書信，電信との間になんら

の区別も設けられていない点であろう。果して「本来の運輸業」と，報道，

書信，電信業の「通信業」とは，通信業の当時の段階においてすら，本質的

に同質のものであろうか。あるいは，報道，書信，電信等の「通信業」が

「本来の運輸業」と同様に，なんらかの点において商品の使用価値に関わり

をもつものであろうか。それとも「純粋の流通費」の諸項目のように，たん

に商品価値の姿態変換に関係する，流通過程だけのための経済行為なのだろ

うか。

　以上に見られる規定だけでは，この区別は明確でないだけではなく，第6

章を構成する節は「純粋の流通費」「保管費」「運輸費」であるから，仮に

「本来の運輸業」と「通信業」が同等に扱われているとすれぽ，「通信業」は

「運輸業」のなかに包摂されていると考えるべきであろう。しかし，「運輸

費」の節においては，「通信業」にたいする言及は，一切見当らないのであ

る。

　いいかえれぽ，第1篇第6章の「運輸費」の節は，いうまでもなく，その

他の箇所においても，『資本論』では「通信業」に関する詳細な規定は見当

らない。ただ『経済学批判要綱』のなかに，「通信業」の果たす役割につい

て，示唆程度の記述が展開されている。しかし，それとても「通信業」に関

する規定とはいえない。参考までに該当の箇所を引用すれぽ，以下のとおり
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である。

　「生産と消費における一般的関連と全面的依存性とは，消費者と生産者と

の独立性および無関心性とともに増大する。この矛盾が恐慌にみちびく，

等々であるのだから，こうした疎外の発展と同時に，それら独自の地盤のう

えで，これを止揚しようという試みが行なわれることになる。つまり物価

表，為替相場，書信や電信による商業経営者相互の連絡，等（通信手段は当

然同時に発展する）がそれであり，こうして各個人は，他のすべての人々の

活動について情報を入手し，それに従って彼ら自身の活動を調整しようとす

る。（すなわち，すべての人々の需要と供給とが，すべての人々から独立し

ておこっているにもかかわらず，どの人もが一般的な需要と供給の状況に通

暁しようとする。）」4

　見られるように，ここで指摘されている通信の必要性は，未だにきわめて

抽象的なものにすぎないものであって，資本循環のような具体的な資本の運

動段階でのものではない。商品生産の発展に伴なう商品生産者相互の疎外の

進展と，それをできるだけ克服しようとするために求められる通信であっ

て，通信の必要性そのものも，抽象の段階を離れていない。もっとも，抽象

的とはいえ，通信の生まれてくる必然性は指摘している，といってよいであ

ろう。しかし，われわれが求めている資本の再生産過程における通信の規定

には，ほど遠いもの，といわなけれぽならない。

II

　これまで考察してきたように，古典的な理論体系のなかには，「通信」に

関する規定は殆んどない，といってよい。『資本論』でぱ，交通（通信）業

のなかにおける「本来の運輸業」と，報道，書信，電信等の「通信業」につ

いてのべられているが，「通信業」が「純粋の流通費」なのか「流通過程に

おける生産過程の継続」としての「運輸費」のなかに包摂されるのかについ
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ては，なんら触れられていない。『経済学批判要綱』では，商品生産の発展

に伴なう商品生産者相互の疎外の拡大に対応するものとして，疎外の克服の

手段，すなわち，商品生産者の動向に関する情報手段，したがって，需要，

供給にたいする情報手段としての「通信」が示唆されるに留まっている。

　そこで，本項では，「通信」とはなになのか。また，それは資本の再生産

過程においていかなる役割」を果たすのか。つまり資本の流通過程に直接に

関連するものなのか，または「運輸費」のように，「流通過程における流通

過程のための生産過程の継続」なのか等について検討を試みてみよう。

　まず，通信とぱなにか。情報の伝達であるといってよい。情報は報道によ

っても，書信によっても電信によっても伝達される。いいかえれぽ，さまざ

まな通信手段を媒介にして伝達される。口からロへ，人から人へ伝えられる

のも通信であろう。狼煙や手旗が通信手段に使われたこともあった。後にの

べるNew　Mediaも，通信手段の現代版であることに変わりはない。

　通信手段についてはさておき，経済活動の情報に限っていえぽ，為替相場

に関する情報もあれば，記帳に関する資料もあろう。原材料市場や製品市場

に関するものもあろう。あるいは一般的な物価動向，利子の変動，資金需

要，国債，株式の価格変動等，枚挙にいとまがないくらいである。しかし，

これらのものを大別すれぽ，流通過程に関連するもの，生産過程に直接に関

連するもの，「保管費」や「運輸費」に見られるように，流通過程における

生産過程の継続に関連するもの，の三種類になるであろう。

　さきにのべた流通費に関連してのべれぽ，「純粋の流通費」すなわち，購

買販売時間，簿記，貨幣に関する情報は流通過程そのものに属する情報であ

ろう。ここで注意しなければならないのは，「貨幣」に関する項目であろう。

いうまでもないことだが，『資本論』第2巻では，信用はまだ取扱われてい

ないから，これをより一層現実的なものとして表現するとすれば，「貨幣」

の代わりに「金融」として，内外の金融情勢に関する情報とすべきであろ

う。もちろん，このなかに債券，株式を含む擬制資本市場が入ることは，い
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うまでもない。

　「在庫の保管」「運輸」に関する情報は，「流通過程における生産過程の継

続」のための情報と考えるべきであろう。

　生産過程に直接に関連する情報としては新しい技術（経営管理技術を含め

て）に関する情報，新製品に関する情報等があろう。しかし，特に注目しな

けれぽならないのは，生産過程における指令の伝達，生産過程の運行上の情

報であろう。装置産業に見られるように，生産過程の進行状況が司令室に伝

わり，逆に司令室から生産過程の進行に関する指令が伝えられる方式がそれ

である。

　さて，以上にのべた三つの種類の情報を伝達するのが通信手段であり，こ

れらの通信手段が資本によって運営されていることは，いうまでもない。情

報が多様化し，大量化するにつれて通信またぱ情報資本が成立する。そこで

通信・情報資本の資本性格が問題とされねぽならない。つまり生産資本であ

るのか流通資本であるのか，そこで費消される資本ぱ「空費」であるのか，

ないのかの問題がそれである。

　一般的にいえぽ，通信・情報資本は，たとえ生産過程に関する情報を伝え

るものであっても，直接に生産過程に投下された資本ではない。それはただ

情報を伝達する資本にすぎない。生産過程における商品の使用価値の創出に

関係するものでもなけれぽ，使用価値の維持保存をする（倉庫）わけでもな

く，「可能な使用価値」を「現実の使用価値」に転換する（輸送）わけでも

ない。『経済学批判要綱』が指摘しているように，私的商品生産の発達に伴

ない必然的に生じる社会全体としての無政府性，無計画性，つまり「疎外」

の発生による商品生産者相互の間の隙間を繋ぐものとして発生したといって

も過言でぱない。それは「物価表，為替相場，書信や電信による商業経営者

相互の連絡」であったのである。一般的にいって，この点は大筋において今

日でも変わりはない，といえよう。この限りにおいて，通信・情報資本が活

躍する場は，主として流通過程だといっても過言ではない。
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　産業資本の機能が分化して，商品取引が商品取引資本，つまり商業資本の

対象となり，貨幣取引が貨幣取引資本，さらに貸付資本の機能を加えて銀行

資本として自立化するにつれて，これらの資本が，ますます通信・情報資本

を利用するようになるぽかりか，自らその資本に資本投下を行なうことは現

実が示すとおりである。VANの導入を先頭を切って行なったのは，ほかな

らぬ商業資本であり銀行資本であったことを想起すべきであろう。

　そうだとすれぽ，通信・情報資本は，さしあたって「純粋の流通費」に関

連をもつ資本だ，と規定できよう。この意味で，それは社会的に見て「空

費」なのである。

　さて，以上において，通信・情報資本が活躍する舞台は，一般的にいって

流通過程そのものであり，とりわけ商業資本と銀行資本がそれを利用する場

は，「純粋の流通費」と密接に関連している，と指摘しておいた。

　ところで，「流通過程における生産過程の継続」としての「在庫」と「運

輸」との関連については，どうであろうか。もちろん，両者の場合において

も，通信・情報資本を欠くことはできない。いうまでもないことだが，「在

庫」には再生産過程の継続のために不可欠な，いわば「適正在庫」とでもい

うべき在庫と，過剰生産に起因する過剰在庫とがある。過剰在庫は全くの

「失費」または「損失」であって，「空費」ではない。「空費」とは再生産過

程の継続のために不可欠の費用だが，直接に使用価値の生産に使用されない

費用を意味している。

　したがって資本は，「空費」もさることながら，「失費」をできるだけ少な

くする，すなわち，理想的には零にするように努力する。これにたいして

「空費」は小さくすることはできるが零にすることはできない出費なのだ，

といえよう。

　ともあれ，「空費」を小さくするためにも，「失費」を零に近づけるために

も，市場に関する情報が不可欠なことはいうまでもない。いわんや『資本

論』で示唆されているように「適正在庫」の水準も「過剰在庫」の水準も，
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理論的ではなく経験的にしか判定できないとすれぽ，とりわけそうであろ

う。

　「運輸」の場合には，その組織的運行は通信と切り離すことはできない。

今日的な形態でいえぽ，新幹線のような高速鉄道網，定期航空機の運行は，

その典型であろう。いずれの場合にも，鉄道網や航空路のシミュレーシ・ン

が運行司令室に置かれていて，路線が監視され，運行のすべてが司令室から

発ぜられることは，周知の事実であろう。このような今日的形態でなくて

も，鉄道や大洋航路が開発された当初から運輸と電信が不可分離に結びつい

て発展したことは，『資本論』の次の一節を見ても明らかである。

　「工場制手工業時代から伝えられた運輸交通機関も，熱病的な生産速度，

彪大な規模，一生産部面から他の生産部面への大量の資本と労働者との不断

の移動，新たに創出された世界市場的諸関連等を伴なう大工業にとっては，

やがて堪えがたい栓桔と化したのである。かくして，完全に変革された帆船

建造を別としても，交通運輸機関は，河川汽船，鉄道，海洋汽船および電信

の体系によって，漸次に大工業の生産様式に適合させられた。」5）

　すでにのべたように，在庫の「保管」も「運輸」も，ともに商品の使用価

値に関連するものである。「保管」と「運輸」に投下される資本は「空費」

ではあるが，「純粋の流通費」と同じではない。双方はともに剰余価値を生

み出し，その価値を商品に付加することができる。この意味で「流通過程に

おける，流通過程のための生産過程の継続」であることは，さきに指摘した

ところである。

　そうだとすれば，「在庫の保管」と「運輸」に密接に結びついている通

信・情報資本の資本性格は，どのように規定すべきであろうか。

　そのために，改めて別の角度から省みれぽ，「在庫の保管」について経済

変動に関する情報ぱ不可欠である，といえよう。本来の「適正在庫」が再生

産過程の継続のために必要なものだとしても，資本主義社会における在庫の

積み増し，または放出は商品価格の騰落に伴なう投機と切り離すことはでき

　　　　　　　　　　　　　　　一　9　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49



ない。したがって．商品の需給関係，景気動向に関する情報と密接に結びつ

いている，といわなけれぽならない。その典型的なものはPOSといわれる

販売時点情報管理制度であろう。商品の販売窓口における消費動向をいち早

く数字的に把握して在庫を整理する方法である。この場合には，POSが提

供する情報が，「過剰在庫」を避け「適正在庫」を促進する役割を果たして

いることは，いうまでもなかろう。

　つまり「保管費」と通信・情報資本とは一体化しているのである。「運輸

費」についても同じであることは，すでにのべた。新幹線や定期航空路のシ

ミュレーシ・ン運転司令室がその典型である。だが，およそ運輸は，その効

率的な運営と安全性の確保のためにも，その近代化とともに，通信・情報資

本と表裏一体となって発展してきたことは，『資本論』発刊の段階において

すらも，確認できることは，さきの「資本論』からの引用が示すとおりで，

改めて指摘するまでもなかろう。

　以上の点から，「在庫の保管」と「運輸」に関わる通信・情報資本は，明

らかに「純粋の流通費」に関わる場合と性格が異なっていることが分かる。

通信・情報資本は本来，商品の使用価値の形成，その維持保全，現実の使用

価値への転化という，いわゆる生産行為を行なうものでないことは，いうま

でもない。しかし，「在庫の保管」と「運輸」は，通信情報活動と一体であ

って，これを欠いては再生産過程の正常な活動を保持できないほどのもので

ある。いいかえれぽ，これらの場合，通信・情報資本は，倉庫資本や運輸資

本と一体となって「流通過程における流通過程のための生産過程の継続」

に，直接に関与している，といわねぽならない。

　この意味では，「在庫」と「運輸」に関わる通信・情報資本は，「空費」で

はあるが，「純粋の流通費」ではなく，「保管費」と「運輸費」と同じ生産過

程に関わる「空費」と，いうべきであろう。さきに引用した『資本論』から

の一節のなかで，交通（通信）業のなかに，本来の運輸業と報道，書信，電

信等の伝達が含まれているのは，あるいは，このような密接な関係を念頭に
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おいてのことかも知れない。もっとも，だからといって：資本論：における

説明が，それで十分だというわけではない。

III

　最後に生産過程そのものと，通信・情報資本との関連について，のべよ

う。この分野は古典理論が触れることの最も少ないところだといえる。とい

うのぱ，古典理論が執筆された時期は，工場制手工業から近代的な工場制工

業へ移行した時期であって，理論の焦点は，労働者の手作業，熟練，恣意的

な生産工程に代わる，作業機または道具機，伝力機構、原動機からなる機械

体系の出現，機械体系による個別資本の計画的生産と労働者階級の機械への

従属に当てられていた。生産過程と通信情報との関係については，ぜいぜい

のところ，注文形態の変化に関する指摘が見当るにすぎない。

　「産業循環上の一般的な周期的転変や，各生産部門における特殊な市場動

揺のほかに，殊に，いわゆる季節　　航海に好都合な季節の周期性にもとつ

くにせよ，流行にもとつくにせよ　　があり，また，ごく短期間に処理され

ねぽならぬ大きな注文の突発性がある。このような注文の習慣は，鉄道や電

信とともに拡大される。」6

　ここでのべられている「鉄道や電信」のうち，「鉄道」とは，鉄道による

書信の配達をも含むと理解すべきであろう。

　いずれにしても，生産過程における技術変革に比べて，流通過程における

通信情報伝達の手段は，今日に比べて比較にならぬほど遅れていたことは，

いうまでもない。このことは，今日においてもなお尾を引いているのであっ

て，最近に至るまで，通信情報手段が生産過程の技術に比べて相対的に著し

く遅れていることが指摘されていたこととも関連があるといえよう。とりわ

け郵便制度のごときは，産業革命以来不変（わが国では明治百年間不変）と

いう批判を考えるだけでも十分であろう。
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　参考までにのべておけぽ，VANやLANの普及は，このような流通過程

における通信情報手段の立ち遅れを克服するものとして出現したのだ，とい

ってよい。

　さて，古典理論においては，生産過程に直接に関連する通信情報について

全く言及されていないことは，以上にのべたとおりである。通信情報の発生

源とでもいうべき流通過程においてすら，「報道，書信，電信」が挙げられ

ているにすぎないのだから，いわんや，生産過程に直接に関連する通信情報

手段についての記述を求めること自体が無理なのかも知れない。

　そこで，われわれは，通信情報の今日的形態としてのNew　Mediaと生

産過程との直接的な連関について考察してみよう。

　ところで，これまでのところ，われわれはNew　Mediaにっいて，なん

らの定義も行なっていない。しかし，流通過程に関するかぎり，銀行資本や

商業資本が早くからVANを導入しているし，また運輸についてはシミュ

レーシ・ンによる運転指令が行なわれ，装置産業では，同じように装置の運

転が司令室を通して指令されていることを具体例として挙げている。それら

は，いずれもNew　Mediaによる指令と情報の伝達だったのである。

　このようなNew　Mediaによる通信情報の特色はどこにあるのか。電子

計算機と通信技術との結合だといえよう。

　いうまでもないことだが，電子計算機には主目的の計算のほかに，さまざ

まな機能が備わっている。情報の記憶能力のあることは今日では常識であろ

う。各種運輸機関の座席予約や銀行の預金管理などで，素人にも馴染み深い

ものになっているから改めて説明する必要はない。坂井利之『電子計算機』

によれぽ，電子計算機の用途には，1．計算を主目的とする用途，2．論理性

を主目的とする用途，3．模擬を主目的とする用途，4．制御を主目的とする

用途，があるという。

　まず，計算を主目的とする用途のうち，「ビジネス計算　　計算と論理性」

として挙げられているものは次のとおりである。
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　「一般事務：〔各種簿記，原価計算の各勘定の計算〕オペレーション・リ

サーチ（OR），在庫管理，経営戦略分析，生産計画，〔予算統制〕，見積計

画，リニアプログラミング（LP），需要予測

　製造工場：機械稼動率分析，……工程管理，品質管理

　銀行業務：〔銀行簿記の各勘定科目〕……

　サービス業：飛行機・列車・劇場座席予約，システム運営，負荷配分，貨

車・客車コントP一ル，旅行案内，買物案内」（〔〕内は宮本が敷街したもの）

　2．論理性を主目的とする用途については「電子計算機の応用の内で，そ

の論理的演算を利用するもの……すなわち計算を主体とする代表的演算は別

として，比較，選択，分類，照合，編集などの作業であって，……論理演算

を用いて動作する論理機械，例えぽ電子計算機，電子交換機，各種のデジタ

ル機械の設計とその設計ミスのチェック，動作のシミュレーションテストな

どでは著しい特徴を発揮し，文字や図・写真などのパターン認識もこの性質

を用いる。」とされている。情報検索（座席予約などの）機械翻訳なども，

この機能に属する。

　3．模擬を主目的とする用途とは，「電子計算機の高速性とその論理の確実

なことを利用して各種の物理現象，回路システム，生物体の器官・機能，経

済現象のシミュレーションを行なう」ことであり，「小は電子部品であるト

ランジスタ，集積回路の動作特性のシミュレーション，……大きい例の一つ

は電話とかテレビの通信システム，情報処理システムのシミュレーション，

他の一つは，建設・製造計画，予測のモデルを設定し，その時間スケジュー

リング，経費，工程，人件費，物件費，部品その他の配置計画を行なうよう

な戦術的なレベルのモデルである。さらには経営などの最高の意志決定の戦

略的なモデルを設定するため，各種統計，新技術の予測，競争相手の動きの

定量化など，最初から数字になっていない一般情報の電子計算機へのデータ

化を含むレベルの経営情報システムや国家全体の経済のシミュレーション」

などがそれである。
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　4．制御を主目的とする用途では「高速な計算能力，そのプログラム内蔵の

点，その測定と制御のフィードバック特性」を活用するものであって「レー

ダーによる距離測定と，その結果によりエンジン，舵などを高速に制御する

のが宇宙船，航空機などにある。プログラムまたは電子計算機出力，例えぽ

APT言語により専用の機械を自由に制御する数値制御の工作機械がある。

航空機、ミサイル，宇宙船など極めて高速度で，しかも正確に測定，計算，

制御が連動しなけれぽならない所では，電子計算機は不可欠であり，これを

その運動体の中におくか，通信系を介して外部で行なうかは，その場合場合

によって異なる。航空機の自動着陸，タンカーの自動化，プラントの運転，

列車，地下鉄，放送の自動運転などプログラム制御としてフィードバックの

ない予定通りの順序に制御が進められるものが現在は多く，フィードバック

のあるものは今後の段階である。」とのべられている7）。

　電子計算機のもつ，以上にのべたような用途が，今日，通信技術と結びつ

いて「情報革命」といわれる現象をもたらしていることは，いうまでもな

い。

　このうちで，生産過程と直接に関連あるものは，「制御を主目的とする」

電子計算機の機能と通信技術との結びつきであろう。もっとも，電子計算機

の機能は，さきに指摘した四つの用途を同時に行なうことができるのだか

ら，「制御」機能だけをとり上げることは一面的かも知れない。ただ生産過

程をコントロールすることができるという意味で，とくにこの点を強調する

のだ，という風に理解されたい。

　ともあれ，すでにのべたように，たとえぽ石油精製装置のように，システ

ィマティックに作業が進められる場合には，精製装置のシミュレーションを

運転司令室に設け，精製工程を司令室から自動的に制御することが可能であ

る。自動車産業を始め，凡そ生産工程が計画的に比例的に分割でき，製品の

流れを確定できる場合には，電子計算機による自動制御は可能であろう。鉄

道や定期航空路の運行の場合にも同じことがいえる。
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　かつて原価計算は，製品単位当りの費用，または工程ごとの費用（原価場

所計算）を計算することによって，最小限の費用を求め生産過程の合理化を

計ろうとするものであった。いまや電子計算機は，自らの演算によって最も

合理的な工程の分割を行ない，それにもとついて工程の運行を操作し管理す

ることができる。予め電子計算機に記憶された情報どおりに工程の運行を指

令することができる。

　このように，New　Mediaは，流通過程の領域を越えて生産過程の領域へ

と浸透しつつある。New　Mediaによる生産過程の自動制御が進みつつある

と断言してよい。

　New　Mediaを考える場合，その情報処理の早さだけでなく，高速の情報

処理（このなかにはいうまでもなく，論理演算，パターン認識，が当然含ま

れている）能力によって生産過程の制御とその自動化を進展させている点に

注目しなけれぽならない。

　New　Mediaによる「情報革命」は，たんに「情報革命」にとどまらず，

それにもとついて生産過程の「制御革命」にまで発展しつつある点を忘れて

はならない。

結びと展望

　さて，以上において考察してきた，いわゆる「情報革命」および「制御革

命」は，古典理論の経済学的範疇の体系内に納まるだろうか。それとも経済

の歴史に対応した新しい範疇を模索する必要があるだろうか。

　われわれはすでに，通信情報に投下される資本は，本来的には社会総資本

にとって「空費」であり，商業資本や銀行資本が，この資本を利用し，また

は自らこの資本に投資した場合にも，「空費」としての性格を変えるもので

なく，流通過程において利用されるという意味で「純粋の流通費」に属する

ものと規定した。
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　それらは，「純粋の流通費」を構成する三つの要因，「購買販売時間」「簿

記」「金融」のいずれかに関わるものであった。

　これに対して「運輸」と「在庫の保管」に関する通信・情報資本は，「空

費」であることには変わりがないが，「流通過程における流通過程のための

生産過程の継続」に関連するものとして，「空費」ではあるが，剰余価値を

生み商品価値を形成する，と指摘しておいた。流通過程の「空費」のように

剰余価値からの控除をなすものではなく，「運輸費」「保管費」のなかに加算

されるものであった。

　見られるように，これらいずれの場合にも，通信・情報資本は古典理論の

諸範疇によって認識し，解明できるものであった。

　生産過程と直結し，それを制御する通信・情報資本は，どうであろうか。

それは生産資本と表裏一体をなし，生産資本の一部として機能している，と

いわねぽならない。それは丁度，産業革命の口火を切った機械体系，すなわ

ち，作業機（道具機），伝力機構，原動機の伝力機構にも似た役割を果たし

ているといってよい。この三つの機械体系に，命令伝達制御機構が加わっ

た，と考えねぽなるまい。いいかえれぽ，この場合には，たんに情報を伝達

するにすぎない通信資本というよりも，予め計画され組織された生産情報に

よって生産を制御する資本と考えた方がより適切であろう。この意味で制御

資本とでもいうべき資本は，生産資本そのものだ，と考えねぽなるまい。

　これまでの考察から分かるように，「純粋の流通費」に関わる通信・情報

資本，「保管費」と「運輸費」に関わる通信・情報資本，それに生産資本そ

のものとしての「制御資本」のいずれも，古典理論が体系化した経済学的範

疇によって認識でき，その性格が解明できる，ということが明らかになっ

た。この限りでは，かつて「帝国主義」とか「金融資本」とかの経済学範疇

が，資本主義の新しい段階に対応して創出されたように，新しい通信・情報

資本に対して，経済学的範疇を設定する必要はない。強いていえぽ，これま

でに見られなかった活動をする資本として，たとえば，これまでわれわれが
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使用してきた「通信・情報資本」というような名称と概念が必要なだけであ

ろう。

　ただ次の二つの点は注意すべきであろう。一つは，労働過程についてであ

る。周知のとおり，労働過程は人間労働力，労働対象，労働手段から構成さ

れる。このなかで主体的役割を演じるものが労働力であることは，いうまで

もない。人間は労働過程において，労働手段を媒介にして労働対象を加工す

る。加工にさいして人間の頭のなかには，予め行なわるべき作業の手順と輪

廓が画かれていて，それを労働手段を媒介にして労働対象に伝え，細工する

のである。だが，生産過程に「制御資本」が参加すると，このような労働過

程の内容は一変する。いまや労働対象を加工するものは電子計算機によって

制御される労働手段である。人間の手は必要としない。人間の頭脳に画かれ

ていた作業の手順と輪廓は，電子計算機のなかに情報としてインプットされ

ている。電子計算機はインプットされたプ・グラムに従って労働手段を駆使

する。人間が介在するのは，労働手段と労働対象の間ではなく，電子計算機

にプログラムをインプットする場合と，労働手段が計画どおりに作動してい

るかどうかを監視する場合だけであろう。生産過程における人間の主体的行

動，つまり商品の使用価値を目的に適ったように創出するという主体的行動

は，電子計算機に委されてしまっている，といっても過言ではない8）。

　このような労働過程の変貌は，もう一つの面，価値形成・価値増殖過程に

も影響を及ぼさざるをえないだろう。従来，価値形成・価値増殖過程は次の

ように説明されていた。

　すなわち，人間の具体的有用労働は，労働手段と労働対象を合目的的に使

用し，その価値を新しく作られた商品に対象化する。合目的的という意味

は，商品価値水準（社会的必要労働量）に対応した形で価値を移転する（旧

価値の蘇生）ということを意味すると同時に，消費欲望に適した使用価値を

生産するということをも意味する。他方人間はその労働力価値を抽象的人間

労働の側面で商品に新しく付加するが（価値形成），同じく，その価値を超
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えた剰余価値をも創造（価値増殖）する。このように人間労働力は，具体的

有用労働としては，労働手段と労働対象の旧価値を蘇生させて新商品に移転

する一方，抽象的人間労働として，労働力価値に相当する新価値を付加し，

さらに労働力価値を越えた剰余価値を創造するという二重の役割を果たす。

　いま「制御資本」によって労働過程から主体的に行動する人間労働力が消

えたとすれぽ，価値形成・価値増殖過程において果たす人間労働力の二重の

活動は見られなくなるであろう。このことは価値形成・価値増殖過程が理論

的に崩壊するだけでなく，価値論の根底が揺がされることになろう。

　New　Mediaの登場によって問題とされねぽならないのは，価値論の根底

を揺がしかねない，このような側面なのである。

　かつて，リカードの価値論を弁護したジェームス・ミルとジ・一ン・マカロ

ックが，葡萄酒の発酵過程を説明しえず，リカード価値論の凋落が始まるの

だが9），「制御資本」の登場による労働過程と価値形成・価値増殖過程の変

貌を価値論によって解明できなけれぽ，リカード価値論と同じ宿命が古典理

論に訪れるかも知れない。

　この解明の鍵は，電子計算機にインプットされるプログラム，いわゆるソ

フトにあると思われるのだが，本稿においては，問題提起に留めておこう。

　　〔敬愛する建林、大谷，松下の三先生に拙稿を捧げる〕

　　〔注〕

　1）Das　Kapital，　MEW，　Berlin　1963、　Bd．　II．　S．60，向坂逸郎訳k昭42）第2巻，61

　　ページ。Kommunikationsindustrieは交通業と訳されているが，運輸、通信を含

　　む意味をもつものであるので，交通、通信）業という訳語を用いた。

　211bid．，　S．61－62，訳62べ一ジ。

　3）　Ibid．，　S．153，訳175ページ。

　41．Grundrisse　der　Kritik　der　Politischen　Okonomie．　Berlin　1953，高木幸次郎監

　訳L82ページ。
　5）Das　Kapital、　Bd．1，　S．405，訳，第1巻，489ページ。

　6）　Ibid．，　S，502，訳602－603ページ。

　7）坂井利之電子計算機1（岩波新書’1，「IV電子計算機の応用，2．機能の形態に
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　よる分類」参照。

8　労働手段が，いや機械体系カジ制御資本一によって制御され運転されるとすれ

　ば，電」㌧計算機にインフノトされた情報，つまり，生産過程の合目的的運営を目的

　とする，生産計画を含んだ情報が，「制御資本と機械体系を媒介にして労働対象に

　伝えられることになる。つまり，「t制御資本一が機械体系＝「固定資本」と合体すれ

　ば、技術はもばや一労働手段の体系」では把握てきないものとなり一技術とは生産

　的実践における客観的法則の意識的適用である」と指摘した武谷二男説のほうが．

　より現実的な解釈だと思われる。近刊の高島善哉1時代に挑む社会科学1・岩波書

　店，昭和61年　は．第2部第4章一技術の視座一で「適用説のほうが体系説より

　は歴史的にも理論的にも優れたところがあるように思われる：と断定する一方「適

　用説にも見逃すことのできない欠陥がある」とし，「体系説と適用説の折衷ではな

　く，その統一こそが，戦後技術論の行き詰まりを克服する唯一の道ではなかろう

　か。」と示唆している。「制御資本」と機械体系の統一一は．まさにこの方向を示して

　いるといってよい。もっとも、適用説の主導の下ででなければならないと考える。

9　．i　Cf．　Ronald　L．　Meek：Studies　in　the　Labour　Theory　of　Value、　London　1956

　＆1973．Chap．4‘　Karl　Marx’s　Theory　of　Value・1　t、宮本・水田訳：労働価値

　論史研究［日本評論社、昭和33年，第4章参照。
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